
第 1４回 「中学生の調べ学習コンクール」実施要項 
 

日頃、疑問に思ったこと、興味があることなどについて、学校図書館や市立図書館の本

を使って調べてわかったことを発表してみませんか。 

授業や宿題として作成した作品の応募も歓迎します。 

 

１. 作品内容 

① テーマ 自由（例：AI、万博、昭和 100年、環境など） 

② 作成者 枚方市内在住､在学の中学生（個人または６人までのグループ ） 

③ 応募点数 1 点まで（個人で応募した人が、グループに参加して応募することは可能です。） 

④ 形式   

ア． 用紙のサイズは、Ｂ４あるいはＡ３サイズの用紙1枚、またはＡ４サイズの用紙2枚まで。 

「４.台紙受取り」で説明している台紙に作品を貼ってください。 

イ． 用紙の向きは縦、横いずれも可です。 

ウ． 作成にあたり、ワード・Excel 等パソコンソフトの使用は可能です。文字についても手書き

である必要はありません。 

エ． 別用紙に印刷したものを、貼付することは可能です。 

オ． 作品・台紙の両方の裏に「学校、学年、組、氏名」を必ず記入してください。 

作品の表に学校、学年、組、名前等が書かれている場合は、マスキングテープ等で見えな

いようにしてください。 

カ． 作品は保護シートに挿入した状態で展示を行います。作品にしかけを施すことは可能です

が、しかけのためにシートの切り抜き等の対応は行いません。 

⑤ 注意点 

ア． 作品にはタイトル、まとめ、参考文献一覧を記入してください。 

イ． 作品を説明するのに必要な貼付は引用の範囲で可とします。 

ウ． 引用は出典を明記のうえ、著作者の権利を侵害しないよう注意してください。 

エ． 参考文献については、学校図書館や市立図書館、関連機関（博物館など）等の資料を活

用し、参考にした資料名、情報源等の出典を明記してください。 

オ． 作品の説明が外国語の場合は、別途、日本語で解題をつけてください。 

２. 応募までの流れ 

３. 申し込み 

募集期間 ：令和７年９月 2２日（月）～10月 1０日（金） 

 

 

 

 

 

はがき、又はホームページ 

フォームから申し込み。 

 希望場所（枚方市立中学

校、図書館（分室含む））

で台紙をお受け取りくださ

い。 

 台紙に作品を貼付の上、

作品を提出してください。 

図書館へ申し込み 台紙の受け取り 作品の提出 



① 個人 

下記､ＡかＢいずれかで、応募してください。 

Ａ：中央図書館のホームページに掲載の申込フォームより応募ください。 

 

B：はがきに代表者の氏名、電話番号､メールアドレス、グループの場合は代表者以外の氏名、

学校名、学年、応募タイトル、台紙受取り、及び作品返却希望場所（枚方市立中学校、図

書館（分室））を記入して送付してください。 

 

中央図書館ＵＲＬ  

https://www.city.hirakata.osaka.jp/0000052122.html 

申込フォームは募集開始日より中央図書館のホームページに掲載します。 

はがき送付先  

〒573-1159 枚方市車塚２-１-１  

    枚方市立中央図書館 子ども・学校図書館支援係 

 

② 学校 

Ｃ：中央図書館のホームページに掲載の学校専用の申込フォームを使って応募してください。 

中学校で取りまとめを行う場合、30 点まで。厳守願います。 

  

４. 台紙受取り 

申込時に希望した枚方市立中学校、図書館（分室を含む）にて、中央図書館より配付の台紙を受

け取ってください。 

５. 作品の提出 

台紙に作品を貼って中央図書館もしくは市内図書館分館・分室に提出してください。 

６. 提出〆切 

令和７年 10月 17日（金） 

７. 展示 

① 展示期間：令和７年 11月８日（土）～12月４日（木） 

② 展示会場：枚方市立中央図書館 美杉会グループエントランスホール 

８. 表彰 

金賞、銀賞（2作品）、優秀賞（7作品） 

金賞をはじめ、各賞受賞者には中央図書館より連絡します。 

https://www.city.hirakata.osaka.jp/


お問い合わせ：枚方市立中央図書館 

       子ども・学校図書館支援係 

電    話：０５０－７１０５－８１０３ 

Ｆ  Ａ Ｘ：８５１－０９６２ 

 

副賞 

各賞、受賞者、グループに対し図書カード 

グループにつきましては、人数にかかわらず､個人の応募と同額となります。 

９. 作品の返却について 

展示期間終了後、学校等を通じ作品をお返しします。 

１０. 出典の記載方法 

① 本を参考にした場合、 

書名・著者名・出版社・出版年を書く。 

     例．『○○○○』枚方太郎著 △△社 2019年 

② Web を参考にした場合、 

Web ページ名・Web ページを製作した人・団体名・更新(閲覧)日・URL を書く。 

      例．『枚方市ホームページ』枚方市 更新日 2021 年〇月□日 

       http://www.city.hirakata.osaka.jp   

③ 新聞を参考にした場合、 

新聞紙名・出版年月を書く。 

    例．『○○新聞』2021 年 4月 1日 夕刊 

 

出典の書名、著者名等の表示順について、学校等の指定があれば、それに従ってください。 

１１. その他 

① 参考文献の活用には、著作権に留意し、法律の範囲内での使用をお願いします。特に、インタ

ーネットからの引用やコピーについては、製作者の意図や禁止事項を必ず確認し、著作権・肖

像権等の侵害にならないよう注意をお願いします。 

② 受賞作品については学校名、生徒名の公表をする場合がありますのでご了承ください。 

受賞作品は図書館のホームページ掲載のほか、当コンクールの趣旨に沿った使用をすることが

あります。 

 

 

 

 

 

わからないことがあれば、 

お気軽に図書館員に 

聞いてくださいね。 

 

審査基準 

１).学校図書館や市立図書館、関連機関（博物館など）等の資料・情報を活用しているか。 

２).複数の資料を活用しているか。 

３).使用した資料・情報の出典が明示されているか。 

４).テーマに沿った資料・情報収集ができているか。 

５).使用した資料・情報を読み取り、自分の考えをまとめているか。 

６).調べる理由、目的、方法、過程、結果などがきちんと示されているか。 

７).まとめ方に工夫がされているか。 

８).調べる過程や作品に、主体的に学ぶ喜びが表現されているか。 

  以上の基準を基に、総合的に判断して審査を行う。 

参考にした文献名は必ず

記載してください。 


